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概要

レイヤ 2 ト ンネ リング プロ ト コル バージ ョ ン 3
技術概要

はじめに

Layer 2 Tunneling Protocol Version 3
（L2TPv3; レイヤ 2 ト ンネ リ ング プロ ト コ

ル バージ ョ ン 3） を使用するこ とで、 ネ

イティブ IP コア ネッ ト ワークを有する

サービス  プロバイダーおよび大企業は、

高速なレイヤ 2 ト ンネ リ ングまたはレイ

ヤ 2 Virtual Private Network （VPN; 仮想私

設網） サービスを、 レイヤ 3 VPN と一緒

にエン ド  ユーザ カスタマーに提供でき

ます。L2TPv3 VPN サービスは、Cisco IOS
ソフ ト ウェアをアップグレードするだけ

で、 設備費用をかける こ とな く提供する

こ とができます。

L2TPv3 は、次世代ネッ ト ワークの ト ンネ

リ ングおよびVPN テク ノ ロジーにおける

主要技術のひとつと な りつつあ り ます。

L2TPv3は、フレーム リ レーやAsynchronous
Transfer Mode （ATM; 非同期転送モード）

のプライバシー性と共に、 IP の柔軟性と

スケーラビ リ ティ を提供します。 L2TPv3
の使用によ り、ネッ ト ワーク  サービスを、

ルーティングされた IP ネッ ト ワーク上で

配信する こ とができます。 サービスの判

断は VPN と ト ンネルのエンドポイン トで

実行され、 中間での前処理なしで切り換

える こ とができるため、 高い効率性と ス

ケーラビ リティが提供されます。

顧客のネッ ト ワーク構築の複雑化やコス

ト を軽減する こ と で、 L2TPv3 VPN は、

サービス  プロバイダーが小規模から中規

模の企業まで幅広く、 サービスを提供で

きるよ うにします。 各オフ ィ ス間の個々

のポイン ト ツーポイン ト の回線を設定管

理するこ とな く、 企業はオフ ィ スのルー

タからサービス  プロバイダーの末端ルー

タへの物理リ ンクを 1 つ提供するだけで

済みます。 サービス  プロバイダーは、 従

来のアプ リ ケーシ ョ ンにあった複雑さを

伴わない、管理されたインターネッ ト、イ

ン ト ラネッ ト 、 およびエクス ト ラネッ ト

と共に VPN を顧客に提供する こ とで、

サービスを拡大し、 新しい収入源を生み

出すこ とができます。

サービス  プロバイダーは L2TPv3 を導入

する こ とで、 次の利点を得る こ とができ

ます。

 • ト ランスペアレン ト な LAN と IP 機能

を実装したシンプルな ト ンネ リ ング

メカニズムによ り、 IP VPN サービス

を容易に実現します。

 • サービス  プロバイダーのネッ ト ワー

ク間、およびサービス  プロバイダーと

顧客のネッ ト ワーク間の相互運用を

簡略にします。

 • パケッ ト  コア拡張 VPN サポート を構

築する一方で、従来からの投資を無駄

にしません。

 • 新しいサービスを容易にします。

 • Internetwork Packet Exchange （IPX） や

SNA のよ うな非 IP プロ ト コルの、 IP
ネッ ト ワーク上における伝送を可能

にします。

企業顧客は L2TPv3 を導入するこ とで、次

の利点を得るこ とができます。

 • サービス  プロバイダーおよび顧客の

ネッ ト ワーク間の相互運用を簡略に

します。

 • 顧客は、 VPN を展開する手段と して、

サービス  プロバイダーを活用するか、

または企業の設備を活用するかを選

択できます。
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 • IPX や SNA のよ うな非 IP プロ ト コルの、 IP ネッ ト ワーク上における伝送を可能にします。

 • 設定を容易に行う こ とができます。

 • 拡張 VPN サポートは、 セキュ リ ティや Quality of Service （QoS; サービス品質）、 管理 VPN などの IOS 機

能によ り、 顧客の要件にあわせてカスタマイズできます。

技術概要

IP ネッ ト ワーク上の一対のルータ上で L2TPv3 ト ンネルをセッ ト アップするこ とによ り、 この 2 つのルータ

のインターフェイス間で、高速で ト ランスペアレン ト なレイヤ 2 接続を提供するこ とができます。 この機能

は、 レイヤ 2 の VPN の構築に使用され、 さ らには、 従来の （フレーム  リ レー、 ATM、 専用線） ネッ ト ワー

クの移行をサポートするために活用されます。 L2TPv3 のト ンネル機能は、 IOS の基本 IP パッケージで利用

できます。

Cisco 7000 および 12000 シリーズ ルータにおける L2TPv3 の動作

こ こでは、インターフェイス  ベースの L2TPv3 について説明します。2 つのカスタマー ネッ ト ワーク  サイ ト

間に流れている ト ラフ ィ ッ クは IP パケッ トにカプセル化され、 IP ネッ ト ワークに送信されます。 IP ネッ ト

ワークの内部ルータは、他の IP パケッ ト と同じよ うにこの ト ラフ ィ ッ クを扱うため、カスタマー ネッ ト ワー

ク側について関知する必要はあ り ません。 このプロセスは、 レイヤ 2 ト ンネ リ ング （図 1） と して知られて

います。

図 1
L2TPv3 の動作

図 1 では、 ルータの R1 および R2 が L2TPv3 サービスを提供しています。 これらのルータは、 インターフェ

イス Int2、 IP ネッ ト ワークおよびインターフェイス Int3 から構成されるパスを介して、 IP プロ ト コルを使っ

て互いに通信します。 この例では、ルータ R3 および R4 は、L2TPv3 ト ンネルを使用した Packet Over SONET
（POS） インターフェイスで通信します。 L2TPv3 ト ンネル Tu1 は、 R1 のインターフェイス Int1 と R2 のイン

ターフェイス Int4 の間で構成されます。R1 のインターフェイス Int1 に着信したパケッ トはすべて L2TPv3 で

カプセル化され、 ト ンネル （Tu1） を経由して R2 に送信されます。 R2 はパケッ トのカプセル化を解除し、そ

れをインターフェイス Int4 から R4 に転送します。 R4 がパケッ ト を R3 に送信する必要がある場合、 同様の

パスを使い、 これとは逆の順番でパケッ トが転送されます。
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次の L2TPv3 の動作について注意して ください。

 • インターフェイス Int1 で受信されるすべてのパケッ トは R4 に転送されます。R3 および R4 は、介在する

ネッ ト ワークを見るこ とはできません。

 • Cisco 12000 シ リーズ インターネッ ト  ルータでは、 他の L2TPv3 用ではないカードの LAN ポートには、

ルータが接続されている必要があ り ます。 CAM （連想メモ リ ） によって補助された MAC （メディア ア
クセス制御） フ ィルタ リ ングは、 L2TPv3 を動作させる と、 すべてのポート上でオフになり ます。

 • これと同様の方式はイーサネッ ト  インターフェイスでも使用されています。イーサネッ ト  インターフェ

イス E1 上の R1 で LAN1 から受信したすべてのパケッ トは、L2TPv3 でカプセル化され、 ト ンネル Tu2 を

経由して R2 のインターフェイス E2 に送信されます。 その後、 パケッ トは LAN2 上に転送されます。

 • これと同様の方式はフレーム リ レーのサブインターフェイスでも使用されています。 サブインターフェ

イス上の R1 で LAN1 から受信したすべてのパケッ トは、 L2TPv3 でカプセル化され、 ト ンネルを経由し

て R2 サブインターフェイスに送信されます。 その後、 パケッ トは LAN2 に転送されます。

L2TPv3 のヘッダーの解説

データは、L2TPv3 ト ンネルの入力インターフェイスに入る時、新たに L2TPv3 ヘッダーが加わり、 カプセル

化されます （図 2）。 追加される L2TPv3 のヘッダーの構成は次のとおりです。

 • ペイロードから独立したヘッダー （12 バイ ト ）

 • IP 配信ヘッダー （20 バイ ト ）

L2TPv3 ヘッダーのフォーマッ ト を図 2 に示します。

図 2
L2TPv3 のパケッ ト  カプセル化

L2TPv3 ヘッダーのパラ メータは次のとおりです。

 • 配信ヘッダー ― 配信ネッ ト ワーク上で L2TPv3 パケッ ト を運ぶための、 IPv4 のヘッダーです。 配信ヘッ

ダーは 20 バイ トです。

 • L2TPv3 ヘッダー ― カプセル化を解除する地点で、 ト ンネル内容を一意に識別するために必要な情報を

保有します。 このペイロードから独立したヘッダーは 12 バイ トです。

 • ペイロード  ― L2TPv3 に運ばれます。 リ ンク層のフレーム、 またはネッ ト ワーク層のパケッ トです。

 • ト ンネル ID ― カプセル化の解除を行うシステム上で、 ト ンネル内容を識別するために使用されます。 ト

ンネル ID の値は、 カプセル化解除システムにおける内容識別の効率性を最適にするために選択されま

す。 そのために、 カプセル化解除の実装は、 よ り小さい ト ンネル ID のビッ ト  フ ィールドをサポートす

る場合があ り ます。 この実装では、 1023 の L2TPv3 ト ンネル ID でよ り上位の値を設定するこ とで選択さ

れます。 L2TPv3 ト ンネル ID の値で、 0 はプロ ト コルによって使われるため予約されています。

IP Header
20 Bytes

Tunnel Identifier
4 Bytes

Tunnel Cookie
8 Bytes

L2TPv3 Header
12 Bytes

Payload
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 • ト ンネル ク ッキー ― L2TPv3 ト ンネルの 2 つのエンドポイン ト間で共有される、 8 ビッ トのシグニチャ

です。この ト ンネル ク ッキーは、設定にエラーがあるために発生する、カプセル化解除された ト ラフ ィ ッ

クの障害を抑制します。 このシグニチャは、 送信元と宛先ルータの両方で設定され、 一致している必要

があ り ます。 一致していない場合、 そのデータは廃棄されます。

raw モー ドのサポー ト

raw モードは、 運び込まれる情報のタイプに関わらず、 任意の物理インターフェイス上に着信する情報を ト

ンネル化する機能です。 raw モードでは、L2TPv3 ト ンネルの両端に物理インターフェイスが接続されていま

す。 このインターフェイスに着信するすべてのパケッ トおよびフレームが ト ンネルを通過します。当該ト ン

ネルのエンドポイン ト両端に関連付けられた物理インターフェイスは、同一のタイプである必要があ り ます

（ただし、 IOS 12.0(xx)S 以降では異なるインターフェイス間での ト ンネル設定が可能となっています）。 シス

コが現在 raw モードでサポート しているインターフェイスは、 シ リ アル、 POS、 およびイーサネッ ト  イン

ターフェイスです。

raw モードは、仮想専用線をサポートするために効果的に使う こ とができます。仮想専用線は、企業に共通の

要望で、 混雑していないチャネル サービスを介して、 複数のリモート  サイ ト をまとめて接続するものです。

図 3 では、 このサービスを提供する L2TPv3 の機能を示しています。

図 3
L2TPv3 の論理トポロジーでの仮想専用線

こ こでは、 2 つの DS-3 シ リ アル インターフェイスが顧客側のネッ ト ワークに接続されています （Enterprise
A）。 Int2 および Int3 は、 L2TPv3 ト ンネルの入出力ポイン ト を形成します。 サービス  プロバイダーは、 標準

のルーティング プロ ト コルを使用し、 PE A および PE B 間の IP 接続を維持します。 これによってレイヤ 2
VPN を確立するための構造が形成されます。 顧客側のエッジ ルータ （CE A） から DS3 上を通過するパケッ

トは、 自動的に L2TPv3 ヘッダーでカプセル化され、 IP ネッ ト ワークから PE B 上の出力インターフェイス

に転送、 カプセル化が解除されます。 そしてオリジナルの High-Level Data Link Control （HDLC; ハイレベル

データ リ ンク制御） フレーム全体がシ リ アル インターフェイス （Int3） から、 顧客側のエッジ ルータ CE B
に転送されます。 レイヤ 2 回線のエミ ュレーシ ョ ンは、 このよ うに行われています。

Int2 Int3

Int4

Native IP

Enterprise A Enterprise B

PE A PE B

CE BCE A

L2TPv3 Tunnel

Int1

HDLC HDLC
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フレーム リ レー サポー ト

L2TPv3 におけるフレーム リ レー サポートは、 単一の物理インターフェイスに割り当てられている個々の

Virtual Circuit （VC; 仮想回線） の ト ンネ リ ングをサポートするよ う設計されています。 この場合、 指定のイ

ンターフェイス上に関連した VC は、異なる宛先にト ンネ リ ングするこ とができます。図 4 では、個々の VC
を ト ンネ リ ングする機能を使い、 IP コアでハブアンドスポーク形式のネッ ト ワーク  ト ポロジーを展開して

います。

図 4
L2TPv3 のパケッ ト  カプセル化

次に、サービス  プロバイダーがサポートする可能性があるよ り高度なサービスの概要を示します。顧客はハ

ブアンドスポーク方式のネッ ト ワークのフレーム リ レーを使う、 従来からの企業です。 サービス  プロバイ

ダーは、 管理されたファ イアウォールとマルチメディア サービスを組み込んだインターネッ ト  アクセスを

提供しよ う と しています。 図 5 では、 このサービス  アーキテクチャを示しています。

Customer A
Regional Site

L2TPv3 Tunnels

Single Physical
Frame Relay Link,

Multiple VCsIP Core

Customer A
Regional Site

Customer A
Corporate HQ
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図 5
外部委託されたインターネッ トおよびファイアウォールのフレーム リレー ハブアンドスポーク  アーキテクチャ

企業は、フレーム リ レーのカプセル化とポイン ト ツーポイン トのサブインターフェイスで構成される従来か

らのシ リ アル インターフェイスを使い、 サービス  プロバイダーと接続しています。 このフレーム リ レーで

は、会社のイン ト ラネッ トに使用されるサブインターフェイスや、 インターネッ ト  アクセスを提供するサブ

インターフェイスが指定されます。 この構成は、従来のハブアンドスポーク構成におけるインターネッ ト  ア
クセスの集中化を回避し、ハブ側で必要な帯域幅を軽減します。企業は、固有のルーティング ポ リシーを実

行したり、高度なセキュ リティを実践するため IP Security（IPSec）の暗号化を追加したりするこ と もできます。

フレーム リレー サブインターフェイスの制限事項

 • フレーム リ レーのサブインターフェイスが ト ンネル用に設定されている場合、 一意の L2TPv3 ト ンネル

にマッピングされている必要があ り ます（各 L2TPv3 ト ンネルは、1 対 1 でフレーム リ レー サブインター

フェイスにマッピングされている必要があ り ます）。

 • 入力ルータにある Data-Link Connection Identifier （DLCI） は、 出力ルータ と同一の DLCI である必要があ

り ます。

 • L2TPv3 フレーム リ レー サブインターフェイスは 10 ビッ トの DLCI アドレスをサポート します。 フレー

ム リ レー拡張アドレス指定はサポート されていません。

 • マルチポイン ト DLCI はサポート されていません。

イーサネッ ト  サポー ト

Cisco 10720 インターネッ ト  ルータにおける L2TPv3 の動作

Cisco 10720 インターネッ ト  ルータが L2TPv3 機能をサポートするこ とで、 サービス  プロバイダーは、 イー

サネッ トや VLAN （仮想 LAN） を L2TPv3 ト ンネルで複数箇所に拡張し、 顧客にイーサネッ ト  サービスを

提供できます。
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図 6
Cisco 10720 インターネッ ト  ルータ上での L2TPv3 の動作

図 6 では、 L2TPv3 ト ンネル末端にある 2 つのルータが、 ポイン ト ツーポイン トの POS リ ンクを介して接続

されています。 サポート される機能は、 L2TPv3 ト ンネル上のレイヤ 2 間の拡張です。 インターフェイス全

体、 または VLAN のサブインターフェイスを L2TPv3 ト ンネルにマッピングし、 IP ネッ ト ワークへイーサ

ネッ ト を拡張できます。 このメカニズムによ り、 サービス  プロバイダーはイーサネッ ト  サービスを広範囲

に提供するこ とができます。

IP バッ クボーンの顧客を接続するために L2TPv3 を使用した場合、顧客側のネッ ト ワークに接続している物

理インターフェイスが ト ンネルの入出力インターフェイスにな り ます。 Cisco 10720 インターネッ ト  ルータ

の入出力インターフェイス と して使用可能なインターフェイスは、 イーサネッ ト、 または 802.1Q カプセル

化サブインターフェイス と して使用できます。

通常、インターネッ ト  サービス  プロバイダーのルータは、 IP コア ネッ ト ワーク上で設定された IP ルーティ

ング プロ ト コルを使用して通信します。 顧客のルータ （CE ルータ） は、 設定された L2TPv3 ト ンネル上で

通信します。 Cisco 10720 インターネッ ト  ルータで受信されたデータ  パケッ トは、 すべて L2TPv3 ヘッダー

でカプセル化され、 L2TPv3 Tunnel 1 または L2TPv3 Tunnel 2 のいずれかの L2TPv3 ト ンネルを経由して送信

されます。 カスタマー サイ トから着信したデータ  パケッ トは、 メ インのイーサネッ ト  インターフェイス上

を通過できます。こ こでは、パケッ トは L2TPv3 ヘッダーでカプセル化され、他のサイ トに送信されています。

顧客のデータ  パケッ ト が、 802.1Q カプセル化方式のインターフェイス上から来た場合でも、 パケッ ト は

L2TPv3 ヘッダーでカプセル化され、他の Cisco 10720 インターネッ ト  ルータへ送信されます。受信側の末端

で、 Cisco 10720 インターネッ ト  ルータは L2TPv3 ヘッダーのカプセル化を解除し、他の顧客の CE ルータに

向けて、 802.1Q カプセル化方式のト ラフ ィ ッ クを転送します。
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L2TPv3 上のイーサネッ ト

図 7 では、 L2TPv3 ト ンネルを使用した LAN 間接続の動作を示しています。 LAN 1 から着信するパケッ ト

は、 Cisco 10720 インターネッ ト  ルータ No.1 のイーサネッ ト  インターフェイスに向かいます。 顧客からの

データ  パケッ トは、L2TPv3 ヘッダーでカプセル化され、 IP コア バッ クボーン上に送信されます。データ  パ
ケッ トは、 こ こから Cisco 10720 インターネッ ト  ルータ No.2 の出力イーサネッ ト  インターフェイスに向け

て IP ルーティングされます。

図 7
L2TPv3 上のイーサネッ ト

受信側にある Cisco 10720 インターネッ ト  ルータは、データ  パケッ トのカプセル化を解除し、 ト ラフ ィ ッ ク

を LAN 2 に転送します。 ト ラフ ィ ッ クが LAN 2 から発生した場合、これと同様な方法が使用されます。LAN
1 および LAN 2 が IP バッ クボーンのネッ ト ワーク上で接続され、Cisco 10720 インターネッ ト  ルータは、ルー

ティングや顧客の IP アドレスに関する知識という点で顧客と関わる必要なく、 レイヤ 2 のデータ  パケッ ト

を リ レーできます。 2 つのカスタマー サイ トは、 同じ回線に接続している とみなされます。 また、 必要であ

れば、サイ ト を複数に拡張するこ と も可能です。 この事例で大き く異なる点は、 カスタマー サイ ト上にレイ

ヤ 3 のルータが存在しないこ とです。 そのため、 L2TPv3 は、サービス  プロバイダー上の IP 対応コアへレイ

ヤ 2 接続を拡張します。

L2TPv3 VLAN ト ンネル出力時における VLAN ID の上書き

VLAN ID の上書き機能は、 Cisco 10720 インターネッ ト  ルータ上の 802.1Q VLAN インターフェイスに接続

された L2TPv3 の ト ンネルに適用されます。 VLAN にマッピングされた L2TPv3 ト ンネルの出力側は、 出力

802.1Q パケッ トの VLAN ID をローカル VLAN の ID に上書きします。

この機能によ り、L2TPv3 ト ンネルの両側で異なる VLAN ID を VLAN インターフェイスに使用できます。こ

の VLAN ID の上書き機能を使用する場合、シスコは、Cisco 10720 インターネッ ト  ルータのバッ クボーン イ
ンターフェイス と して Spatial Reuse Protocol （SRP） を使用するこ とを推奨します。

Cisco 12000 シリーズ インターネッ ト  ルータのトンネル用カード

Cisco 12000 シ リーズ インターネッ ト  ルータで L2TPv3 を実行する場合、 ト ンネル用のカードが別途必要に

なり ます。 この ト ンネル用のカードは Cisco 12000 シ リーズ専用であ り、 Cisco 7200 または 7500 シ リーズの

ルータでは不要です。
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図 8
Cisco 12000 シリーズ インターネッ ト  ルータで処理される L2TPv3 パケッ ト

注意 ： 図 8 の矢印は、 パケッ トの流れと方向 （一方向） を表しています。 実際の ト ンネルの ト ラフ ィ ッ ク

は、 どちらの方向にも流れます。 

カプセル化ルータの動作

図 8 では、 Site 1 上の顧客のネッ ト ワークからの ト ラフ ィ ッ クが、 プロバイダーのネッ ト ワーク  エッジ ルー

タ上の入力インターフェイスに送信されます。 インターフェイスが L2TPv3 の ト ンネ リ ング用に設定されて

いる場合、 着信するパケッ ト はすべて、 ト ンネル用カードに転送されます。 ト ンネル用カードは、 IP と

L2TPv3 ヘッダー情報を含むカプセル化ヘッダーでパケッ ト をカプセル化します。 その後、 カプセル化され

たパケッ トは適切な出力カードに送信され、 通常の IP パケッ ト と して IP ネッ ト ワークに送信されます。

ト ンネルのカプセル化解除ルータの動作

L2TPv3 でカプセル化されたパケッ トが ト ンネル用カードに着信する と、 パケッ トのセッシ ョ ン ID および

L2TPv3 キーが有効かど うか照合されます。 これらのうち一部でも異なる部分がある場合、 パケッ トはその

まま廃棄されます （ユーザに知らされるこ とはあ り ません）。 セッシ ョ ン ID と L2TPv3 キーが間違いない場

合、 ト ンネル用カードはパケッ トのカプセル化を解除 （IP と L2TPv3 ヘッダーを外す） し、 パケッ ト を出力

カードに送信します。 その後、 出力カードは顧客側のネッ ト ワークにパケッ ト を送信します。 この際、 新た

にレイヤ 2 のヘッダーが追加されるこ とはあ り ません （レイヤ 2 のヘッダーはト ンネルの最初の時点から保

持されています）。

注意 ： ト ンネル用のカードが非 L2TPv3 のパケッ ト （他の IP、 または ping のループバッ ク  アドレスのよ う

な Internet Control Message Protocol [ICMP]） を受信した場合、 そのパケッ トはライン カードの CPU、 および

ルート  プロセッサに送信されます。 
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一般的な制限事項

L2TPv3 には次の制限事項があ り ます。

 • 設定可能な L2TPv3 ト ンネルの最大数は、 1022 までに制限されています。

 • 顧客側のインターフェイスの Maximum Transmission Unit （MTU; 最大伝送ユニッ ト ） を設定し、 ト ンネ

ル内で断片化をさせないよ うにする必要があ り ます。L2TPv3 ト ンネルは断片化をサポート していないた

めです （ソ リ ューシ ョ ンは、 現在、 開発中）。

IP バッ クボーンの MTU は、 擬似回線上で動作する MTU よ り x バイ ト大きな値にする必要があ り ます。

x の値は次のとおりです。

 – 802.1Q = 50

 – イーサネッ ト  = 46

 – POS = 36

 – フレーム  リ レー = 34

 – CHDLC = 36

 • 固有のシグナリ ング、 またはキープアライブ メカニズムはあ り ません （現在、 開発中）。

可用性

サポート されるプラッ ト フォームおよびリ リース

 • Cisco 12000 シ リーズ インターネッ ト  ルータ

 • Cisco 10720 メ ト ロ  イーサネッ ト  ルータ

 • Cisco 7200 シ リーズ ルータ

 • Cisco 7500 シ リーズ ルータ

Cisco IOS Software Release 12.0(18)ST
 • raw モード  ― ポート  レベルでの L2TPv3 ト ンネ リ ング （ ト ンネルの各末端のインターフェイスなど）

 • プラ ッ ト フォーム ― Cisco 12000、 7500、 および 7200 シ リーズ ルータ

Cisco IOS Software Release 12.0(19)ST
 • フレーム リ レー ― フレーム リ レーのポイン ト ツーポイン ト  サブインターフェイス用の L2TPv3 ト ンネ

リ ング （各フレーム リ レーPermanent Virtual Circuit [PVC; 相手先固定接続 ] は一意のト ンネルにマッピン

グされます）

 • プラ ッ ト フォーム ― Cisco 12000、 7500、 および 7200 シ リーズ ルータ

Cisco IOS Software Release 12.0(21)ST
 • 802.1Q VLAN ― 802.1Q のポイン ト ツーポイン ト  サブインターフェイス用の L2TPv3 ト ンネ リ ング

 • プラ ッ ト フォーム ― Cisco 12000、 7500、 および 7200 シ リーズ ルータ

Cisco IOS Software Release 12.0(19)SP
 • raw モード  ― ポート  レベルでの L2TPv3 ト ンネ リ ング （ ト ンネルの各末端のインターフェイスなど）

 • 802.1Q VLAN ― 802.1Q のポイン ト ツーポイン ト  サブインターフェイス用の L2TPv3 ト ンネ リ ング

 • プラ ッ ト フォーム ― Cisco 10720 インターネッ ト  ルータ

注意 ： L2TPv3 ト ンネルは基本 IP パッケージでサポート されています。
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